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英語学習者の視点移動から見たフォニックス指導の効果†
小　崎　　充＊
The Effects of Phonics Instruction
from the Viewpoint of English Learners’ Eye Movements†
Makoto Kozaki＊
Abstract: When Japanese learners of English try to learn English words, they often have trouble 
pronouncing them. This difficulty partly comes from the differences in English of letters and the sounds 
they represent and also partly from the influence of Romanized Japanese. It is quite regrettable that 
phonics is not so popular in English classrooms in Japan, although it has been verified that instructing 
phonics is quite effective in teaching English pronunciation. This study analyzes the effectiveness of 
teaching phonics to beginner-level Japanese learners of English from the viewpoint of their eye 
movements, especially in terms of their elongated fixations and their pronunciations of diphthongs 
represented with a series of two vowel letters. Based on the findings of the experiments, this study 
claims multimodal presentations of stimuli open up new possibilities of the phonics instruction in the 
practical ESL teaching situations.
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1．は じ め に
文章の読解において，例えば黙読の際には音韻変換が
テキストの意味理解を促進することがDaneman & 
Stainton（1991）で指摘されており，さらに，日本語の
音読においても，音韻変換が実行されれば注意資源の利
用可能量に関わらず意味理解が可能であることが高橋
（2006）で主張されている。こうした指摘を考慮すれば，
外国語学習の際に語の意味の記憶にその語を音声的に再
現できる能力の有無が大きく影響を与えると考えられ
る。日本人英語学習者のうち，特に初級レベルからの運
用力向上に困難を感じる者たちは，しばしば語彙学習上
の障害を原因とすることが多いが，これは，語の音韻変
換の能力の低さが語の意味記憶や統語情報の処理にマイ
ナスの影響を与えていることによるものであると容易に
予想される。
外国語学習の特に初期段階においては語彙の習得が非
常に重要であることは繰り返し述べるまでもない。語彙
学習の際に学習者は対象とする語の音形，綴り字，意
味，さらには統語特性を同時に学習し，そうしたマルチ
モーダルな情報を脳内で統合することが求められる。し
かし，特に日本人の英語学習者においては，聴覚刺激と
しての音と文字で示される視覚刺激とを結びつけた記憶
の保持に困難を示す者が多いと考えられる。すなわちこ
れは，複数のモダリティ間の情報の一元化が円滑に行わ
れていない典型例であるが，その一因として，日本語の
補助的な書記体系として用いられているローマ字の影響
が想定され，ローマ字綴りの表す音と英語の正書法に基
づく音との相違が学習者にとっては大きな負荷となって
いると言われる。これは，英語と日本語の正書法深度の
相違を意識せずに書記素と音を対応させて学習すること
の弊害である。
英語の正書法についてはかなりの規則性があるにもか
かわらず，初級学習者がその規則性を自発的に見出すこ
とは困難であり，上述のローマ字の影響を考慮すれば，
文字と音声の対応規則を指導するフォニックス学習など
の効果的な導入が求められる。しかし，日本の英語教育
の現場ではフォニックス指導が十分に行われているとは
言えず，また指導者の中にはフォニックスの効果自体に
疑問を持つ者も少なくない。さらに大学の英語教育の現
場 に お い て，「フ ォ ニ ッ ク ス（phonics） ＝ 音 声 学
（phonetics）」と誤解する教師が存在することはにわか
には信じがたい事実である。既にフォニックスの有効性
 †  本稿は平成22年電気学会電子・情報・システム部門大会公募
企画セッション（平成22年9月2日：於熊本大学）での口頭発
表予稿「初級英語学習者の語彙学習における眼球運動」に基
づき，その内容を大幅に加筆・修正したものである。
 ＊  国士舘大学 理工学部理工学科　健康医工学系　教授
88 　国 士 舘 大 学 理 工 学 部 紀 要　第４号 （2011）　
がAdams（1990）などで示されているにもかかわらず，
このような現状であることは非常に嘆かわしい。
そこで本研究では，語彙学習時の学習者の視点移動の
観点からフォニックスの効果を再検証し，特に発音を中
心とした初級レベルの英語学習者に対する語彙指導の望
ましい方向性を検討する。具体的には，語彙学習時の文
字表象からの音韻変換タスク遂行時の眼球運動に対し
て，フォニックス学習がどのような影響を及ぼすかを検
証するものであるが，特に，学習時の視覚情報と音声情
報の同時提示がより強い学習効果を生むことを確認する。
本論文の構成は以下の通りである。第2節において実
験の概要として，実験装置，実験の手順および刺激とし
て被験者に提示した2つのフォニックス規則に適合する
英単語を確認する。第3節では発音規則の学習効果とそ
れに伴う眼球運動の変化を考察する。最後に第4節にお
いて全体のまとめと今後の展望を示す。
2．実験の概要
2. 1　実験装置
眼球運動計測には，株式会社ナックイメージテクノロ
ジー社製アイマークレコーダEMR-8Bを使用した。
EMR-8Bは近赤外照明の角膜反射像（プルキニエ像）の
位置と，瞳孔中心位置の相対的な距離を利用する瞳孔／
角膜反射法により，視野映像に対する視線位置を検出す
る装置である。使用した機器は，EMR-8Bの標準セット
（ヘッドユニット，アイマーク検出ユニット，コントロ
ーラ），眼球運動データを含む視野映像および発音記録
用のビデオレコーダ2台とキャリブレーション用のプロ
ジェクタ，刺激英文の提示用と眼球運動のデータ処理お
よびその分析用のパソコン2台である。なお，顎固定台
による被験者の頭部固定は行っておらず，取得された視
野映像と視点位置には若干のずれが生じている場合もあ
るため，データ分析時には補正を行っている。また，実
験1と実験2で厳密な位置設定を行っていないため，以
下に示す停留点時系列分析グラフの縦軸（水平方向の視
点移動角度）の絶対値が2回の実験間で完全には等価で
ない点にも注意が必要である。
2. 2　実験手順
アイマークレコーダを装着した被験者を着席させ，そ
の正面約60センチの位置に置かれたノートパソコンの
15.4インチディスプレイ上に，マイクロソフト社製のパ
ワーポイントを用いて課題となる英単語を提示し，被験
者に読み上げてもらった。課題語はすべて96ポイント
のフォントサイズで示される25語で，図 1 に示すよう
に，それぞれ5秒間提示され，各語の提示前2秒間はア
イマークを一定位置に集中させるために赤色の「＋」が
スライド上の語の開始位置のすぐ左側に示された。被験
者は語が提示されるとすぐに語の発音を行い，発音が終
了すると同時にキューボタンを押すよう求められた。
図 2 に示すように，実験は1週間の間隔をあけて2度実
施され，各回3名ずつの被験者を対象に行われた。1回
目の実験においては，被験者は単純にスライド上に示さ
れた英単語を口頭で読み上げるだけであったが，2回目
の実験においては，単語提示と読み上げの前に2つのフ
ォニックス規則を被験者に学習させた。学習した規則は
いずれもいわゆる「ローマ字発音」の影響を受けやすい
二重母音字の発音に関する規則で，第1の規則は綴り字
ai の場合に発音が二重母音//となるという規則（規則
1）であり，第二の規則は綴り字ou の場合には//の
二重母音で発音されるという規則（規則2）である。そ
れぞれローマ字発音では//，//と発音される傾向
が強い綴り字である。なお，被験者に対しては2度の実
験の間で英単語発音の確認や学習を禁止した。
規則の学習はスライドショー上で視覚刺激として文字
で説明し，規則が適用される具体例をそれぞれ3語ずつ
示す形で行った。それぞれの規則について，対象となる
綴り字とカタカナ表記の発音を赤字で強調表示すること
で，被験者の注意をより引き付ける工夫を加えた。しか
し，被験者1および被験者2に関して発音の改善があま
り見られなかったため，被験者3に対しては条件を変更
し，実験者がスライド上の規則説明に合わせて，口頭で
の読み上げを行い，例として示されている語についても
実際の発音を聞かせることとした。なお，ここでIPA
による発音表示をスライド上に示さず，あえてカタカナ
図 1　刺激提示方法
図 2　実験手順
図 3　フォニックス規則学習用スライド
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表記を用いたのは，被験者の習熟していない別個な書記
体系に関する知識を求めることを避けるためである。
被験者は3名の男子大学生（年齢は21歳×2名；19歳
×1名）で，いずれも利目は右で，眼鏡は使用していな
い。なお，被験者に対しては匿名性の保持を条件に眼球
運動および英単語発音のデータとその分析結果を公表す
ることについて合意を得ている。
スライド上の単語呈示に合わせて発音を行う被験者の
眼球運動と視野映像を，アイマークレコーダを利用して
記録し，同時に被験者の発音をビデオ録画した。アイマ
ークの測定は右目片眼で行い，検出レートは60Hzであ
る。ビデオに録音された被験者の発音の分析は専用の分
析ソフトを用いることなく，実験者の聴覚により音素レ
ベルで当該二重母音の発音の成否を判断した。
2. 3　実験対象語
基礎的な綴り字と発音の関係を学習させるため，被験
者に読み上げさせる英単語には，綴り字ai で//の発
音となる語と綴り字ou で//の発音となる語を複数個
含めた。具体的には，（1），（2）の通りである。
（1）ai綴り9語： abstain，bait，complained，disdain，
exclaiming，failure，fait，refrained，
sustain
（2）ou綴り7語： abound，astound，compound，foul，
louder，scouting，shroud
規則的な発音の連続による順序効果をある程度避ける
ため，規則の適用がない綴り字の語を9語含めた。呈示
される語の品詞は名詞，動詞，形容詞の3品詞で，形容
詞の場合には比較級形を含み，動詞の場合には-ing形お
よび-ed形も含めており，品詞の違いによる発音への影
響はないと考えられる。また，同様に順序効果を避ける
ため，語を読み上げる順序は1回目と2回目で変更を加
えてある。
3．実験結果分析
3. 1　発音規則の学習効果
被験者1の発音については2回の実験間で2語のみの
改善が見られた。1つは規則1を含むfailureで，もう1語
は規則2を含むshroudであった。被験者1は3人の被験
者のうち実験1での正答率が最高であったが，学習後の
発音向上は期待された結果とはならなかった。被験者2
は実験1での正しい発音が25語中わずか6語と非常に低
い単語発音の定着度を示していたが，実験2で2つの発
音規則を学習した後でも当該規則に関わる語の発音修正
はわずか3語にとどまった。具体的には，規則1に関し
て，faitの1語，規則2に関してcompoundとlouderの2
語である。一方，口頭で音声情報を組み合わせた形での
規則説明を受けた被験者3は，実験1と実験2の比較で7
語について発音の改善が見られた。該当する語は，規則
1に関しては，disdain，exclaiming，failure，refrained
の4語，規則2に関してはastound，foul，scoutingの3
語である。
表 1 は規則1に関する被験者1と被験者3の学習前と
学習後の比較表であり，表 2 は規則2に関する実験結果
の比較である。表中で「発音」欄のプラス記号は語が正
しく発音されたことを意味し，マイナス記号は提示され
た語の当該の二重母音の発音がローマ字発音になってい
たことを意味する。「停留回数」および「停留時間」は，
それぞれ当該の二重母音字部分の読みに対応する視点の
停留である。なお，今回の実験においては発音の正誤に
ついて，//が二重母音ではなく長音化している場合も
ローマ字発音からの脱却と判断し，表中で＋の評価を与
えている。また，被験者2の結果については，実験途中
でアイマークが消失するなどのエラーが多く生じたた
め，以下の考察からは除外する。また，表 2 中のERROR
はキューボタンの押し忘れにより，発音終了時点が確定
できなかったため停留時間を計測できなかったものであ
る。
表 1　実験結果　規則1（ai //）
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表 1 および表 2 について，2つの発音規則に関わる音
節での停留時間に着目し，停留が長くなった語数と短く
なった語数，それぞれの平均の長化（あるいは短縮）時
間を求めると表 3 の通りとなる。
綴り字ai に関わる規則1に関しては2人の被験者共に
8語において停留時間の長化が見られ，その平均長化時
間はそれぞれ0.411sと0.665sである。また綴り字ou に
関わる規則2については，両被験者共にわずか1語しか
停留時間の長化が見られていないが，長化した時間は共
に0.500sを超え，かなり長めの停留が生じている。一
方，停留が短くなった語については，いずれも若干の時
間短縮でしかないことがわかる。被験者3のou での停
留については0.296sの平均となっているが，これは被験
者3が実験1においてaboundの発音時に1.401sという非
常に長い停留を示したため平均値が上がっているのであ
り，この値を除くと停留の平均短縮時間は0.144sにまで
大きく下がる。以上の傾向を考察すると，フォニックス
規則の学習が停留時間に影響を与えていることが明白で
ある。そこで以下では，この停留時間の長化に着目し，
それぞれの被験者の眼球運動の変化を考察する。
3. 2　眼球運動の変化：被験者1
ここでは，停留点に着目して被験者1の単語発音時の
眼球運動を分析する。まずは，実験1では正しく発音で
きなかったが実験2において規則学習の効果によりター
ゲットとなる二重母音を正しく発音できた例を見てみよ
う。
被験者1は実験1において，語failureの綴り字ai をロ
ーマ字読みし，//と発音していたが，規則1学習後の
実験2においては規則を正しく援用し，//と正確に発
音できていた。2度の発音の際の二重母音字ai の綴りに
対する視点の停留を表 1 で確認すると，実験1では
0.250sであるのに対し，実験2においては0.734sと停留
時間が長くなっている。同様に実験2において，ou 
//の規則2を含むshroudの二重母音の発音が，実験1
での0.233sの停留時間から実験2では0.834sと長くなっ
ている。図 4 ，図 5 は，それぞれ実験1と実験2におけ
る対象語failureを発音した際の被験者1の視点の停留点
と停留時間を示すものであるが，図 4 においては第1音
節の二重母音字を構成する綴り字a と i に対して，短時
間ではあるが個々に停留が起こっていることがわかる。
表 2　実験結果　規則2（ou //）
表 3　停留時間の変化
図 4　停留点軌跡分析（被験者1：実験1：failure）
図 5　停留点軌跡分析（被験者1：実験2：failure）
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一方，図 5 においては，つづり字a に対する個別の停留
の消失と，i の位置での停留の長化が見られる。このこ
とが意味するのは，被験者1が実験2においてai の母音
字連続を1つの二重母音として把握しようとしたことで
あると共に，直前に学習した綴り字の規則についての記
憶との照合を行った結果，対象の綴り字に対しての処理
に時間がかかったことである。これにより音声情報を伴
わないわずか1度の規則学習のみでも，綴り字と発音の
対応関係を学習者に強く意識させ，大きな注意資源を向
けさせることが可能であると確認できた。
また，被験者1のfailureの発音における停留点の時系
列的特徴を分析すると，明らかに学習後の実験2におけ
る視点の移動が安定していることが分かる。図 6 （およ
び以降）の停留点時系列分析グラフにおいては，横軸が
時間経過を示し，縦軸が視野の中心位置（0.0）を基準
とする左右方向の視点位置を視野角で表しているが，
図 6 では短時間の停留に続きサッカード（グラフ中の
上方向への変化）および逆行（グラフ中の下方向への変
化）が頻繁に現れているのに対し，図 7 ではサッカー
ドと逆行の回数が減少していることがわかる。具体的に
は，実験1において4回のサッカードと4回の逆行が生
じていたのに対し，実験2ではサッカードは3回，逆行
は語頭での1回のみに減少している。
この結果の1つの原因と考えられるのはフォニックス
学習の影響であり，学習により英単語の綴り字を確認
し，発音する際の視覚情報処理が学習前の文字単位での
処理から，音節単位の処理に変化した結果生じたもので
あると考えられる。また，これは規則を学習することに
よって，少なくともfailureの第1音節の母音に対する処
理の負荷が軽減され，その他の情報を処理するためのリ
ソースに余裕が生じたことによるのかもしれない。この
ことは同じ語の第2音節部分に対する眼球運動の状況か
らも読み取れる。被験者1は実験1において第2音節の
母音字u の発音に困難を感じていたが，実験2において
は，1秒を超える長い停留によってこの音節を処理して
いることが図 7 から明らかである。
次に，同じく被験者1のou の綴り字に関する発音改
善例について停留点時系列分析のグラフを示す。上述の
通り，被験者1は実験1で発音できなかったshroudを実
験2において正しく発音している。図 8 と図 9 を比較し
て重要な相違は，二重母音字ou に対する停留の明確化
である。
図 8 では，実験1での被験者1の視点は語頭子音連続
の shr- の位置から二重母音字ou にかけて明確な停留を
示すことなく緩やかに移動しているが，図 9 に示す規
則学習後の実験2においては，明確なサッカードが現
れ，視点は一気に母音字ou をとらえることに成功して
いる。これもフォニックス学習の効果として，二重母音
図 6　停留点時系列分析（被験者1：実験1：failure） 図 8　停留点時系列分析（被験者1：実験1：shroud）
図 7　停留点時系列分析（被験者1：実験2：failure） 図 9　停留点時系列分析（被験者1：実験2：shroud）
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字の発音が短母音の連続ではなく，1つの二重母音であ
ると認識できた結果であると考えられる。
3. 3　眼球運動の変化：被験者3
被験者3に対しては2つの規則の視覚的提示だけでは
なく，音声刺激として口頭での規則説明を同時に行った
わけであるが，その効果は予想を上回るものであった。
特に綴り字ai については，実験1で正確に発音できなか
った4語を含め，すべての語の当該の二重母音を正確に
発音した。同様にou についても，1語を除きすべての語
を実験2で//と正確に発音することに成功している。
ここで被験者1の場合と同様に，被験者の眼球運動に関
し停留点の時系列データから特徴を検討しよう。被験者
3についてはai 綴りを持つ語としてdisdain，ou 綴りの
語としてscoutingを例に挙げる。
図 10 でわかるように，実験1においては第2音節の
二重母音字ai で2度の停留が見られ，さらに語末で視点
が逆行し，再度停留が起こっている。これはすなわち被
験者3がai の綴りを1つの二重母音としてではなく，2
つの別個の短母音であると処理しようとした可能性が高
いことを示唆するものである。一方，図 11 が示すよう
にフォニックス学習後の実験2では第2音節部分での停
留は1つにまとめられており，これは学習した規則に従
い，2つの母音字連続を1つの二重母音として処理した
ことを明白に示している。
次に，綴り字ou を含む語scoutingに関してだが，こ
れもdisdainの場合と同様に，第1音節の二重母音字の
読みに対応する眼球運動が実験1の2度の停留（図 12）
から実験2では1つにまとまった長めの停留（図 13）に
変化している。
この結果から判断すると，規則学習が二重母音字を短
母音の連続ではなく，1つの二重母音として認識するの
に十分な効果を上げていることがわかる。これは被験者
1にも見られた結果であるが，規則の学習が文字レベル
の視覚刺激に限定される形となった被験者1と比較した
場合，規則学習時に実験者による口頭での説明と実際の
具体例の発話という音声刺激を直接的に受け取った被験
者3の方が，効果が顕著であるようだ。この意味で，フォ
ニックス指導の際には，複数のモダリティを効果的に統
合した刺激の提示が望ましい結果を生むと言える。
4．ま　と　め
以上，本稿においては英単語学習時の初級学習者の眼
球運動の特徴を分析することにより，フォニックス指導
の効果を検討した。実験の結果としては，被験者の規則
学習の効果は特に対象となる綴り字に対する停留の長化
という形で現れ，それは当該の綴り字に対する処理がよ
り困難になったことを意味するのではなく，複数の母音
図 11　停留点時系列分析（被験者3：実験2：disdain） 図 13　停留点時系列分析（被験者3：実験2：scouting）
図 10　停留点時系列分析（被験者3：実験1：disdain） 図 12　停留点時系列分析（被験者3：実験1：scouting）
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字を一括でまとまった二重母音として処理しようとして
規則の再確認を行っているためである可能性がある。確
かに，今回の実験は被験者も少なく，さらに本稿におい
ては，その中でも顕著な例の紹介にとどまっているため
断定的な一般化は避けなければならないが，フォニック
ス指導の効果の可能性は指摘できると考えられる。
もちろんフォニックス指導により学習される綴り字と
発音の規則が，記憶として定着するためには反復学習が
必要であり，1度の学習だけで規則の定着が期待できる
ものではないが，初級学習者に対する発音指導にフォニ
ックスを含めることの有意性は確認できたと考えられ
る。特に小崎（2009）で指摘したように，英文読解以前
の段階で語の認識に障害が生じている学習者の存在があ
り，また初級学習者の英語学習には語彙知識の正確な定
着が前提となることを考えると，日本語話者に対する，
より効果的なフォニックス指導法の開発が望まれる。ま
た，第2言語教育においてはフォニックス指導に限ら
ず，視覚情報と音声情報の効果的な融合提示といった，
より人間の認知基盤に基づいたマルチモーダルな視点か
らの教育方法の検討が求められていると言えよう
（Robinson and Ellis 2008を参照）。
また，上述の通りフォニックス規則の定着には反復学
習が必要なため，相当の時間資源を必要とする点を考慮
すれば，教室におけるフォニックス指導だけではなく，
学習者が無意識にフォニックス規則に関する情報に接す
ることを可能にすることが，より学習効果を高めること
になると考えられる。その意味では日常の英語学習にお
いて利用する辞書におけるフォニックス規則の提示も大
きな可能性を秘めている。紙媒体の印刷辞書では空間
的，時間的に制限があったが，現代の英語学習者の間で
主流になっている電子辞書を念頭に置けば，フォニック
ス規則の有効な提示方法は容易に想定できるであろう。
今後の研究の課題としては，学習群−非学習群に分け
てのフォニックス学習効果のより詳細な分析，学習後一
定期間をおいての定着率調査，再学習の効果測定などだ
けではなく，学習させる語の語彙レベル，カテゴリー属
性のコントロール，さらには刺激提示方法の多様化な
ど，より精緻な条件での実験が必要である。
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